
現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄

1 更正前 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字無し 【G市（土地・家屋）】
”資産所在地”を固定資産税・都市計画税の共通項
目として印字しています。
なお、更正前後の所在地ごとに別々の通知書を作成
しています。

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

その他 所在地や家屋番号の変更の場合
は、更生前の台帳を閉鎖して、新
たに台帳を作成しています。その
ため、通知書は更正前後といった
表記ではなく、２つの物件の修正
として２行で表示されます。

8 0 2 1 0 「06_帳票レイアウトに対するご意見【50件】.xlsx」の#50での質問の
結果に合わせます。

2 更正後 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（償却資産）】
・地方税法第417条の規定は、価格等（価格及び課税
標準額）を修正した際に、その旨を納税者に通知す
るよう求めています。
・本帳票において、「所在地」はいわば参考情報な
のであって、少なくとも法律面から更正前後の情報
を通知すべき事項であるとは考えられません。
・さらに、償却資産申告者の資産の所在地は多数に
わたるため、更正前後の所在地を全て印字すること
はできません。
・仮に「"価格等修正の要因となった資産"の所在
地」のみ印字すればよい取扱いとしても、資産一品
ごとの所在地を管理していない（新たに管理を始め
ることも、規模の観点から事実上不可能）ため、対
象所在地のみ印字することもできません。
・実務観点からも償却資産については、所在地の印
字は不要である（対応不可である）と考えます。
【G市（土地・家屋）】
”資産所在地”を固定資産税・都市計画税の共通項
目として印字しています。
なお、更正前後の所在地ごとに別々の通知書を作成
しています。

印字有り
(枠あり)

最新の
所在地
のみ記
載

印字無し 印字有り
(枠あり)

その他 所在地や家屋番号の変更の場合
は、更生前の台帳を閉鎖して、新
たに台帳を作成しています。その
ため、通知書は更正前後といった
表記ではなく、２つの物件の修正
として２行で表示されます。

8 0 2 1 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（８団体）：記載省略
印字無し（２団体）：C市、I市
その他（１団体）：K市
意見有り：G市(償却)

■事務局方針
所在地の前後の印字については、資料⑤の#41の結果に合わせます。
【G市（償却資産）】
償却資産においては、更正前後の評価額、課税標準額のみの情報が記
載されることとしており、所在地は記載しない方針となっています、

3 更正前 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し その他 所在地や家屋番号の変更の場合
は、更生前の台帳を閉鎖して、新
たに台帳を作成しています。その
ため、通知書は更正前後といった
表記ではなく、２つの物件の修正
として２行で表示されます。

4 0 6 1 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（８団体）：記載省略
印字無し（２団体）：C市、I市
その他（１団体）：K市
意見有り：G市(償却)
■事務局方針
【A市】
更正前後の「家屋番号」をどちらも印字している理由を教えてくださ
い。
どちらかを印字すれば良いということであれば、「所在地」と同様
に、本帳票を出力する際に、登録されている家屋番号を印字すること
といたします。
【G市（償却資産）】
償却資産においては、更正前後の評価額、課税標準額のみの情報が記
載されることとしており、所在地は記載しない方針となっています、

4 更正後 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字有り
(枠あり)

【G市（家屋）】
”家屋番号”を固定資産税・都市計画税の共通項目
として印字しています。

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字無し その他 所在地や家屋番号の変更の場合
は、更生前の台帳を閉鎖して、新
たに台帳を作成しています。その
ため、通知書は更正前後といった
表記ではなく、２つの物件の修正
として２行で表示されます。

3 0 7 1 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（３団体）：
印字無し（７団体）：
その他（１団体）：
■事務局方針
上記と同様

5 更正前 印字有り
(枠あり)

登記地
目及び
課税地
目それ
ぞれ有
り

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

種類・
構造と
して印
字

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

9 0 2 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（９団体）：
印字無し（２団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

6 更正後 印字有り
(枠あり)

登記地
目及び
課税地
目それ
ぞれ有
り

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

種類・
構造と
して印
字

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（土地）】
”現況地目”を固定資産税・都市計画税の共通項目
として印字しています。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

11 0 0 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（１１団体）：
印字無し（０団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

7 更正前 印字有り
(枠あり)

家屋の
種類の
タイト
ルで表
示

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「種
類」

印字有り
(枠あり)

地目と
共用の
枠（種
類・構
造とし
て印
字）

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

その他 「用
途」で
はなく
「種
類・構
造」と
表示

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

8 0 2 1 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（８団体）：
印字無し（２団体）：
その他（１団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

8 更正後 印字有り
(枠あり)

家屋の
種類の
タイト
ルで表
示

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「種
類」

印字有り
(枠あり)

地目と
共用の
枠（種
類・構
造とし
て印
字）

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

その他 「用
途」で
はなく
「種
類・構
造」と
表示

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

9 0 1 1 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（９団体）：
印字無し（１団体）：
その他（１団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

項目名

A市 B市 G市 事務局方針不明

所在地

家屋番号

地目

用途

　更正（価格）決定通知書（土地・家屋・償却資産）又は更正（価格）決定通知書（土地・家屋）において、現在の帳票レイアウトでは、「所在地」「家屋番号」「地目」「用途」「地積」「床面積」「評価額」「前年度課税標準額又は比準課税標準額」について枠を設ける印字項目として要件化し、かつ、それぞれ更正
前後の情報を印字することとなっています。しかしながら、上記の項目すべてについて前後の情報を印字すべきなのか疑義があるため、構成員の皆さまの現行運用を確認させてください。つきましては、更正前後の各項目について、「印字有り(枠あり)」「印字有り(備考欄に印字)」「印字無し」「その他」「不明」の
中からご回答ください。※補足事項等がございましたら、補足欄にご記入ください。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(備考欄に
印字)

印字無し その他H市 I市 J市 K市C市 D市 E市 F市

#



現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
現行の

印字有無
補足欄

現行の
印字有無

補足欄
項目名

A市 B市 G市 事務局方針不明印字有り
(枠あり)

印字有り
(備考欄に
印字)

印字無し その他H市 I市 J市 K市C市 D市 E市 F市

#

9 更正前 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「面
積」

印字有り
(枠あり)

床面積
と共用
の枠

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

9 0 2 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（９団体）：
印字無し（２団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

10 更正後 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「面
積」

印字有り
(枠あり)

床面積
と共用
の枠

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（土地）】
”課税地積”を固定資産税・都市計画税の共通項目
として印字しています。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

11 0 0 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（１１団体）：
印字無し（０団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

11 更正前 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「面
積」

印字有り
(枠あり)

地積と
共用の
枠

印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

9 0 2 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（９団体）：
印字無し（２団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

12 更正後 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「面
積」

印字有り
(枠あり)

地積と
共用の
枠

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（家屋）】
”床面積”を固定資産税・都市計画税の共通項目と
して印字しています。なお、区分所有家屋について
は、建物全体の床面積と持分相当の床面積を印字し
ています。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

11 0 0 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（１１団体）：
印字無し（０団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

13 更正前 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「価
格」

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（土地・家屋）】
”価格”を固定資産税・都市計画税の共通項目とし
て印字しています。家屋は一棟全体の評価額を印字
しています。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

11 0 0 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（１１団体）：
印字無し（０団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

14 更正後 印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

現行の
項目名
は「価
格」

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

【G市（土地・家屋）】
”価格”を固定資産税・都市計画税の共通項目とし
て印字しています。家屋は一棟全体の評価額を印字
しています。

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

印字有り
(枠あり)

11 0 0 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（１１団体）：
印字無し（０団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
印字有り(枠あり)としている団体が多数のため、印字有り(枠あり)と
いたします。

15 更正前 印字無し 印字無し 印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字無し 印字有り
(枠あり)

【G市（償却資産）】
"前年度"の文言は不要ではないでしょうか。
【G市（土地）】
”前年度課税標準額又は比準課税標準額”を固定資
産税のみ印字しています。
なお、修正案のとおり、都市計画税も印字した方が
よいと考えます。
【G市（家屋）】
あくまで価格の通知書であり、評価額の算定に影響
がないため”前年度課税標準額”及び”課税標準
額”自体を印字していません。

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字無し 3 0 8 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（３団体）：
印字無し（８団体）：
その他（０団体）：
■事務局方針
【A市、B市、C市、E市、F市、H市、J市】
更正前後の「前年度課税標準額又は比準課税標準額」をいずれも「印
字無」とご回答いただいた７団体に伺います。
地目の変換等を理由として、法417条の規定に基づく更正を行った際に
は、前年度課税標準額の更正（比準課税標準額を用いることになる）
が発生するため、その旨を納税義務者に通知できるよう更正前後の
「前年度課税標準額又は比準課税標準額」を印字することとします
が、よろしいでしょうか。

【G市（償却資産）】
償却資産においては、更正前後の評価額、課税標準額のみの情報が記
載されることとしており、「前年度課税標準額又は比準課税標準額」
は記載しない方針となっています。

16 更正後 印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字無し 印字有り
(枠あり)

【G市（償却資産）】
"前年度"の文言は不要ではないでしょうか。
【G市（土地）】
”前年度課税標準額又は比準課税標準額”を固定資
産税のみ印字しています。
なお、修正案のとおり、都市計画税も印字した方が
よいと考えます。
【G市（家屋）】
あくまで価格の通知書であり、評価額の算定に影響
がないため”前年度課税標準額”を印字しておら
ず、納税者が税額計算の参考とできるよう区分所有
家屋については持分相当課税標準額を印字していま
す。

印字無し 印字有り
(枠あり)

印字無し 印字有り
(枠あり)

3 0 8 0 0 ■意見概要
印字有り(枠あり)（３団体）：G市、I市、K市
印字無し（８団体）：A市、B市、C市、D市、E市、F市、H市、J市
その他（０団体）：
■事務局方針
上記と同様

地積

床面積

評価額

前年度
課税標
準額又
は比準
課税標
準額


